
　飲酒は口腔がん、咽頭がん、喉頭が
ん、食道がんといった上部消化管がん、大
腸がん、乳がんのリスクを高める要因で
す。とくに気をつけたいのがお酒を飲むと
顔が赤くなるタイプ（お酒に弱い）の人で
す　　　。このタイプの人がたばこを吸
い、飲酒量が多くなると、食道がんリスク
がより高くなるというデータもあります
　　　。お酒の強い、弱いは遺伝子によるも
のなので、お酒に弱い人は決して無理して
飲まないようにしてください。
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日帰り人間ドックの
利用について

　皆様の健康支援の一環として、受診時点で満35歳以上の被保険者
および被扶養者の方を対象に、年度に一回の受診に限り、日帰り人間
ドックの費用補助をしております。
　2020年度につきましても、（一財）日本健康文化振興会に委託して
実施します。

　詳細は、健保ホームページ（http://yokogawakenpo.or.jp）「2020年度 日帰り人間ドック」
 （3月下旬掲載予定）をご確認のうえ、期日になりましたらお手続きをお願いいたします。

1 2020年度からの主な変更事項

2 2020年度「利用申込期間」および「受診期間」

①FAXまたは郵送による「ドック申込案内申請」がWEBからの利用申込になります！
　事前の案内一式書類がなくなり、医療機関へ直接予約後（委託先を通しての予約の場合も）、
WEBからの利用申込で手続きが完了となります。

※WEBがご利用いただけない場合には、FAXまたは郵送でも利用申込ができます。

②個人負担金（10,000 円）が医療機関窓口でのお支払いになります！
　郵便局からの事前振込がなくなり、受診日当日に医療機関窓口でお支払いとなります。
※一部、受診後にお振込（コンビニ等）となる医療機関がございます。

ご注意ください
毎年、医療機関へ直接予約した方の日本健康文化振興会への利用申込忘れが多く見受けられます。
利用申込なく受診された場合には、費用補助ができない場合もありますのでご注意ください。
なお、利用申込が遅れた場合は、受診日の変更をお願いしておりますのでご了承ください。

と
アルコールががんリスクを高めるのをご存知でしょうか？　とくに喫煙者が
飲酒をすると、食道がんやがん全体の発症リスクが高くなること（交差作
用）がわかっています。

習慣的な1日あたりの飲酒量（日本酒換算）
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グラフ1

表1
※非喫煙者にはライトスモーカーを含む。喫煙者は
　ヘビースモーカーの場合。

飲酒によるがんの
発症リスクが高い

お酒に
弱い人は

グラフ1 飲酒反応別・飲酒量と食道がんリスク 表1 喫煙別・飲酒反応別食道がんリスク
＊「飲まない/まれ」を1とした場合 ＊顔が赤くならない非喫煙者を1とした場合

（参考資料）グラフ1:女子栄養大学出版部「栄養と料理」2016年10月号／Cancer Epidemiology Biomarkers Prev 2003;12:1227_33
　　　　   表1:国立がんセンター予防研究グループ 多目的コホート研究「飲酒と食道がんの発生率との関係について」

アルコール がん

喫煙
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顔が赤く
ならない人

顔が赤く
なる人

喫煙者

1.0

1.0

2.1

2.0

非喫煙者

喫煙者

0.9

1.0

1.2

3.4

1日の酒量
2合未満 2合以上

　当健康保険組合では、40歳以上の方を対象にメタボリックシンドロ
ームの予防と改善を目的とした「特定健診・特定保健指導」を実施し
ております。
　平成30年度の特定健診・特定保健指導の国への実績報告（※）が
昨年10月31日に完了いたしましたのでご報告いたします。   
   

特定健診・特定保健指導報告

（※）平成20年度より各保険者に特定健診・特定保健指導の実績報告が義務付けられています。

平成30年度  2020年度  

１．特定健診

2.特定保健指導

対象者数
被保険者
任意継続被保険者および被扶養者

合　計

目　標

目　標

目　標

被保険者
任意継続被保険者および被扶養者

合　計

被保険者

任意継続被保険者
および被扶養者

合　計

受診者数

受診率
（％）

対象者数
動機付け支援
積極的支援

合　計
動機付け支援
積極的支援

合　計

実施率（％）

実施者数

（注）目標値は、当健保の「第2期データヘルス計画」

26年度
10,521

5,207
15,728
10,084

2,972
13,056

95.8 
(95.4)
57.1 

(57.7)
83.0 

(82.5)

26年度
1,110
1,185
2,295

510
440
950
41.4 

(46.5)

27年度
9,455
4,828

14,283
9,109
2,822

11,931
96.3

（95.6）
58.5

（58.6）
83.5

（83.0）

27年度
925

1,133
2,058

505
447
952
46.3

（47.0）

28年度
9,548
4,554

14,102
9,237
2,688

11,925
96.7

（95.8）
59.0

（59.5）
84.6

（83.5）

28年度
953

1,133
2,086

523
498

1,021
48.9

（47.5）

29年度
9,621
4,439

14,060
9,316
2,686

12,002
96.8

（96.0）
60.5

（60.4）
85.4

（84.0）

29年度
897

1,124
2,021

448
443
891
44.1

（48.0）

30年度
8,480
3,745

12,225
8,251
2,332

10,583
97.3

（96.9）
62.3

（61.0）
86.6

（85.7）

30年度
826

1,034
1,860

451
473
924
49.7

（50.5）目　標

　当健康保険組合では、データヘルス計画の一環として、健康に対する気づきを促し、生活習慣を見直すこと
を目的とした保健事業「メタボ予測分析（メタボ領域流入抑制）」と「非メタボ（重症化予防）対策」を事業主
（会社）と連携して実施しております。
　今年度も、被保険者の方を対象に、過去3年間の健診結果（会社の定期健康診断や人間ドックの特定健診
結果）から、今後メタボになる可能性の高い予備群の方と血圧・血糖・脂質が基準値以上の重症化リスクのあ
る方に、生活習慣改善に向けた専門職の的確なアドバイスを記載した「アドバイスシート」を送付します。
　アドバイスシートは、2月中旬に事業主（会社）経由で個人宛てに送付されますので、受け取られた方は、今
一度ご自身の生活習慣を振り返り、次回の健診に向けて、アドバイスを参考に改善に向けたアクションを取るよ
うにしましょう。

健康保険組合は事業主（会社）と協働して健康づくりを応援します！

被保険者の「メタボ領域流入抑制」と「重症化予防」に向けて
アドバイスシートを送付いたします

利 用 申 込 期 間

受 診 期 間

（受診予定日または希望日の1ヵ月前）
2020年4月1日（水）～2021年1月29日（金）

2020年5月1日（金）～2021年2月28日（日）

利用申込方法と支払い方法が
変更になります！！


